








要約:最近 10 年間の、先天性心疾患手術成績の向上、手術適応疾患の拡大、適応年令の若

年化は目覚ましく、以前には時に認められた一般的心奇形に対する不完全手術に伴う残存

異常や、主として手術年齢の遅れから発症していた肺高血圧症遺残は極めて少なくなった

一方、複雑心奇形の術後例が増加している現状である。従って、複雑心奇形術後など比較

的厳重な管理を主体とする専門病院での目安と、一般的心奇形術後の 90%を超える E 群生

活者の生活相談的管理の目安とを区別して設定する必要がある。 


